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委員会ではこんな活動をしています�

　
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
５

件
、
補
正
予
算
担
当
分
、
１９
年
度
当

初
予
算
担
当
分
の
計
７
件
で
２
日
間

に
わ
た
り
審
査
い
た
し
ま
し
た
。�

①
第
１
号
議
案
　
吉
川
市
第
４
次
総

合
振
興
計
画
（
基
本
構
想
）
を
改
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
期
計
画

期
間
が
平
成
１８
年
度
を
も
っ
て
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
２３
年
度
を

目
標
と
す
る
後
期
５
年
計
画
で
構
想

実
現
に
向
け
た
施
策
の
策
定
に
関
す

る
内
容
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
。�

②
第
２
号
議
案
　
吉
川
市
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

男
性
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
を
新
た

に
設
け
る
内
容
で
、
賛
成
全
員
で
可

決
。�

③
第
３
号
議
案
　
吉
川
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
新
た
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
員
、
さ
わ
や

か
相
談
員
、
適
応
指
導
教
室
指
導
員

及
び
教
育
相
談
・
補
導
員
の
設
置
に

関
す
る
内
容
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
。�

④
第
４
号
議
案
　
市
長
等
の
給
料
の

特
例
に
関
す
る
条
例
は
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
状
況
の
中
、
特
別
職
が
一

体
と
な
り
、
給
料
の
削
減
を
行
う
内

容
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
。�

⑤
第
５
号
議
案
　
吉
川
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
今
回
の
人
事
院
勧
告
で

比
較
対
象
企
業
の
規
模
を
１
０
０
人

か
ら
５０
人
に
見
直
し
し
た
内
容
で
、

賛
成
多
数
で
可
決
。�

⑥
第
12
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

担
当
分
は
、
路
線
バ
ス
経
費
軽
減
、

運
行
状
況
等
に
関
し
て
、
賛
成
全
員

で
可
決
。�

⑦
第
19
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
予
算
担
当
分
は
、
税
源

委
譲
に
よ
り
、
所
得
税
の
税
率
が
変

わ
る
。
住
民
税
が
１０
％
の
税
率
と
な

り
、
税
負
担
を
変
え
な
い
で
税
源
移

譲
す
る
内
容
等
、
賛
成
多
数
で
可
決
。�

※本文は各常任委員長が要約したものです�

　
当
常
任
委
員
会
に
は
、
平
成
１８
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

並
び
に
平
成
１９
年
度
一
般
会
計
予
算

担
当
分
の
２
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
全
員
の
出
席
の
も
と
に
審

査
致
し
ま
し
た
。�

第
12
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
担

当
分
。�

　
中
曽
根
小
大
規
模
改
修
工
事
の
特

色
や
関
小
・
中
央
中
時
と
の
違
い
は
、

木
質
化
は
ど
う
か
、
に
対
し
、
学
校

の
要
望
を
取
り
入
れ
、
使
い
勝
手
が

良
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
木
質
化
も

適
所
に
取
り
入
れ
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
中
央
公
民
館
の
畳
替
え
は
定
期

的
に
実
施
す
る
の
か
、
に
対
し
て
は
、

使
用
頻
度
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る

な
ど
の
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
原
案
を

可
決
す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。�

第
19
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川
市

一
般
会
計
予
算
担
当
分
。�

　
外
国
語
推
進
事
業
で
昨
年
度
と
の

違
い
は
、
の
質
疑
に
、
９
月
よ
り
民

間
委
託
と
す
る
こ
と
、
県
事
業
の
小

学
校
英
語
活
動
事
業
を
取
り
入
れ
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
ま
た
は
英
語
科
の
教
員
を
配

置
し
、
小
学
校
の
英
語
活
動
を
推
進

し
て
い
く
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
通
学
路
警
備
事
業
と
は
何
か
、

の
質
疑
に
は
、
学
区
変
更
に
伴
う
通

学
路
指
導
員
で
、
登
下
校
時
に
配
置

す
る
。
学
力
向
上
支
援
員
と
は
何
か
、

に
は
、
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
て
、
小
学
校
７
校
に
配
置
す
る
。

県
へ
の
申
請
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

通
級
指
導
教
室
は
、
に
対
し
て
は
、

県
か
ら
１
名
の
教
員
の
配
当
が
あ
り
、

６
月
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。
３０
名

程
度
の
希
望
が
あ
る
。
不
登
校
対
策

は
、
に
対
し
て
は
、
メ
ン
タ
ル
フ
レ

ン
ド
制
度
を
導
入
し
対
応
し
て
い
く
、

と
の
答
弁
で
し
た
。�

　
中
央
公
民
館
は
施
設
状
況
で
問
題

は
な
い
か
、
で
は
、
開
館
か
ら
１９
年

経
ち
、
劣
化
も
あ
る
が
、
点
検
を
実

施
し
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
に
定
期

検
査
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館
・

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
市
の
施

設
で
会
議
等
に
利
用
で
き
る
所
が
あ

る
こ
と
を
情
報
提
供
し
て
欲
し
い
、

に
は
、
自
治
会
等
に
は
大
い
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
、
広
報
活
動
を
進
め

て
い
く
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

以
上
で
質
疑
終
了
。
討
論
な
し
。
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
あ
り
ま
し

た
。�

　
よ
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。�

栄
小
通
学
区
変
更
に�

市
民
要
望
は�

く
み
上
げ
ら
れ
た
か�

阿
部
　

民
子�

栄
小
問
題�

深
く
お
詫
び
し
た
い�

伊
藤
　

正
勝�

へ
の
情
報
提
供
は
手
段
と
し
て
は
ど

う
し
て
も
最
後
に
な
る
。�

（問）
　
栄
小
通
学
区
域
の
変
更
が
確
定
し
、

２０
年
度
（
一
部
１９
年
度
）
か
ら
実
施

と
な
っ
た
。
延
長
審
議
の
理
由
と
し

て
情
報
周
知
が
不
十
分
と
あ
っ
た
が
、

延
長
後
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。�

（答）
教
育
部
長
　
審
議
会
開
催
ご
と
に

各
地
域
・
保
護
者
に
全
て
状
況
を
伝

え
、
１２
回
の
説
明
会
を
開
催
。�

（問）
　
栄
町
１
区
の
説
明
会
で
自
治
会

長
か
ら
「
こ
の
地
域
の
意
見
は
直
接

聞
か
れ
ず
に
結
果
説
明
で
し
か
な
い
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
教
育
長
の

考
え
は
。�

（答）
教
育
長
　
対
象
自
治
会
か
ら
の
審

議
委
員
追
加
な
ど
配
慮
し
た
い
。�

（問）
　
地
域
住
民
で
も
あ
る
栄
小
の
先

生
か
ら
「
学
校
で
は
職
員
会
議
が
開

か
れ
ず
、
校
長
に
話
し
合
い
の
場
を

作
る
よ
う
指
導
し
て
欲
し
い
、
こ
の

こ
と
を
審
議
会
で
も
触
れ
て
欲
し
い
」

と
発
言
が
あ
っ
た
が
、
説
明
会
議
事

録
か
ら
の
削
除
は
な
ぜ
か
。�

（答）
教
育
長
　
学
校
へ
の
要
望
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
校
長
に
伝
え
た
。�

（問）
　
栄
町
８
区
か
ら
の
『
新
１
年
生

は
１
・
２
名
で
あ
り
、
継
続
し
て
栄

小
へ
』
と
の
嘆
願
書
の
対
応
は
。�

（答）
教
育
部
長
　
１
・
２
名
で
も
教
室

不
足
の
懸
念
を
説
明
、
自
治
会
長
を

訪
問
。
保
護
者
は
納
得
し
な
い
の
で

は
と
の
回
答
だ
っ
た
。�

（問）
　
新
設
マ
ン
シ
ョ
ン
・
サ
ン
プ
レ

ー
ジ
の
契
約
済
み
対
象
者
に
は
吉
小

か
栄
小
か
の
選
択
権
に
つ
い
て
審
議

会
で
了
承
さ
れ
た
が
、
状
況
は
。�

（答）
教
育
部
長
　
１
桁
の
対
象
児
の
う

ち
２
名
が
希
望
。�

（問）
　
栄
小
の
１９
年
度
の
教
室
不
足
の

見
込
み
は
。�

（答）
教
育
部
長
　
最
大
の
児
童
増
で
は

４０
人
学
級
の
想
定
も
し
た
が
、
３５
人

学
級
で
教
室
不
足
も
な
い
。�

（問）
　
こ
の
混
乱
を
招
い
た
児
童
数
の

誤
り
に
つ
い
て
の
謝
罪
は
あ
っ
た
が
、

責
任
に
つ
い
て
民
間
で
は
『
損
失
補

填
』
が
当
然
だ
が
。�

（答）
教
育
長
　
責
任
に
つ
い
て
は
自
覚
し
、

重
く
受
け
と
め
て
い
る
。
正
常
な
通

学
区
を
作
る
責
務
が
あ
る
。�

（問）
　
栄
小
問
題
に
つ
い
て
、
学
区
審

議
会
運
営
を
含
め
一
連
の
取
り
組
み

を
ど
う
反
省
し
て
い
る
の
か
。�

（答）
教
育
長
　
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

に
対
し
、
報
告
、
情
報
が
行
き
届
か

な
か
っ
た
こ
と
、
児
童
数
の
予
測
を

的
確
に
追
求
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
大
変
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
。�

������������

（問）
　
根
本
は
予
測
数
字
の
間
違
い
に

あ
る
。
１４
〜
１５
年
の
„
第
一
次
学
区

審
“
で
使
用
さ
れ
た
数
字
が
１６
年
１２

月
、
プ
レ
ハ
ブ
建
設
予
算
が
組
ま
れ

た
時
に
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い

な
い
か
。�

（答）
教
育
長
　
１４
年
４
月
の
住
民
基
本

台
帳
を
も
と
に
見
込
み
数
を
予
測
し
、

そ
の
上
で
そ
の
後
の
変
化
を
見
込
ん

で
き
た
。
数
字
の
急
変
は
地
価
下
落

等
に
よ
り
子
育
て
世
代
が
予
想
以
上

に
転
入
し
て
き
た
た
め
と
認
識
し
て

い
る
。�

�

Ｊ
Ｒ
と
吉
川
新
駅
の�

設
置
を
協
議�

（問）
　
Ｊ
Ｒ
大
宮
支
社
長
名
で
新
駅
設

置
に
つ
い
て
の
回
答
書
が
届
い
た
。

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。�

（答）
市
長
　
新
駅
設
置
に
つ
い
て
協
議

し
た
い
と
い
う
回
答
で
あ
り
、
駅
設

置
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。�

（問）
　
回
答
書
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。�

（答）
都
市
建
設
部
長
　
武
蔵
野
線
は
雨

や
風
で
度
々
停
ま
る
。
現
行
の
二
面

二
線
か
、
二
面
三
線
、
四
線
に
す
る

の
か
。
１９
年
度
の
調
査
設
計
の
実
施

で
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
後
概
略
設

計
、
詳
細
設
計
、
工
事
は
３
年
程
か
、

ま
こ
と
に
な
る
。
新
駅
の
用
地
に
つ

い
て
は
、
運
輸
機
構
が
公
共
用
地
と

し
て
提
供
の
方
向
、
武
操
跡
地
に
つ

い
て
は
、
１９
年
度
中
の
都
市
計
画
決

定
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。
駅
舎
建
設

の
費
用
負
担
の
割
り
合
い
は
運
輸
機

構
と
協
議
中
、
駅
前
広
場
や
道
路
、

河
川
整
備
等
の
負
担
割
り
合
い
に
つ

い
て
も
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
。�
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